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特集２◎ 追憶の一九五八年～碌山美術館誕生の軌跡～

胎
動

�
美
術
館
建
設
の
気
運
は
、
ま
ず
、

南
安
曇
教
育
会（
現
・
安
曇
野
市
教
育

会
）か
ら
発
し
た
。

�
碌
山
の
遺
作
は
、
明
治
４３
年
の
没

後
、
新
宿
中
村
屋
の
離
れ
の
建
物
の

２
階
で
、
そ
し
て
大
正
５
年
に
は
、

郷
里
の
穂
高
・
矢
原
に
別
棟
で
、
い

ず
れ
も
「
碌
山
館
」
と
い
う
名
で
守
り

続
け
ら
れ
て
き
た
。

�
昭
和
１２
年（
１
９
３
７
年
）、
南
安

曇
教
育
会
会
長
・
小
松
進
は
、
「
作

品
を
恒
久
的
に
保
存
す
る
た
め
に
は
、

耐
震
、
耐
火
の
『
美
術
館
』
を
設
置
し

な
け
れ
ば
」
と
荻
原
家
と
再
三
交
渉

を
重
ね
た
。
生
家
の
「
碌
山
館
」
は
か

わ
ら
ぶ
き
の
木
造
平
屋
。
地
震
、
火

災
に
よ
る
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
、
石

こ
う
像
は
す
で
に
老
化
し
て
い
た
。

�
し
か
し
、
わ
ず
か
３０
歳
で
逝
っ
た

弟
の
生
命
を
、
そ
の
作
品
の
中
に
感

じ
て
い
た
碌
山
の
兄
・
十
重
十
は
、

「
あ
く
ま
で
も
身
近
に
置
い
て
見
守
り

た
い
」
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
た
。

美
術
館
設
立
は
思
い
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
２５

年
に
も
美
術
館
の
建
設
が
企
画
さ
れ

た
が
、
や
は
り
実
現
に
は
い
た
ら
な

か
っ
た
。

�
昭
和
２８
年（
１
９
５
３
年
）、
南
安

曇
教
育
会
は
、
梓
川
中
学
校
長
・
横

沢
正
彦
を
委
員
長
と
す
る
「
碌
山
研

究
委
員
会
」
を
発
足
。
全
会
員
は
、

毎
月
１５
円
を
出
し
合
い
、
東
京
藝
術

大
学
助
教
授
・
笹
村
草
家
人
の
指
導

の
も
と
、
深
夜
ま
で
、
ま
た
休
日
返

上
で
碌
山
生
家
に
寄
り
、
資
料
の
研

究
や
書
物
の
刊
行
な
ど
を
精
力
的
な

活
動
を
し
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
荻

原
家
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い

っ
た
。

�
そ
の
研
究
と
と
き
同
じ
く
し
て
、

国
は
、
碌
山
の
３
作
品
を
ブ
ロ
ン
ズ

化
し
国
有
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

�
南
安
曇
教
育
会
と
地
元
・
穂
高
町

で
は
、
こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
穂
高

公
民
館
で
「
荻
原
碌
山
作
品
展
」
を
開

催
。
東
京
藝
術
大
学
教
授
・
石
井
鶴
三
、

笹
村
草
家
人
の
講
演
で
は
聴
衆
者
は

当
時
と
し
て
は
異
例
の
１
、５
０
０
人

を
超
え
た
。
郷
土
に
お
い
て
も
気
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
の
大
合
併

��
こ
の
時
期
、
南
安
曇
、
東
筑
の
町

村
は
、
「
昭
和
の
大
合
併
」
の
渦
中
に

あ
っ
た
。

�
昭
和
２９
年（
１
９
５
４
年
）、
碌
山

の
生
家
が
あ
る
穂
高
町
は
近
隣
３
カ

村
と
合
併
し
、
新
・
穂
高
町
が
誕
生
。

初
代
町
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
碌
山

顕
彰
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
平
林

盛
人
が
選
任
さ
れ
た
。
各
方
面
で
幅

広
い
交
友
が
あ
り
、
大
局
的
な
視
点

を
政
治
信
条
と
し
て
い
た
平
林
は
、

碌
山
の
遺
作
が
郷
土
に
と
っ
て
も
永

代
的
な
価
値
を
持
つ
こ
と
を
確
信
し

て
い
た
。

�
当
時
、
地
方
の
財
政
の
状
況
は
、

学
校
建
設
や
消
防
な
ど
、
地
方
に
委

ね
ら
れ
る
事
業
が
増
大
し
た
こ
と
か

ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
長
野
県
、
穂
高
町
に
お
い

て
も
地
方
財
政
再
建
特
別
法
が
適
用

さ
れ
て
お
り
、
自
ら
の
判
断
で
使
え

る
補
助
金
は
限
ら
れ
て
い
た
。

�
美
術
館
建
設
に
必
要
な
資
金
は
、

８
０
０
万
円
余
り
。
当
時
の
状
況
で

は
、
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
額
で
あ

っ
た
。

建設中の美術館本館「安曇野」（臼井吉見著） 皇太子ご夫妻（現天皇・皇后両陛下）と
平林盛人初代館長

重要文化財「北條虎吉像」碌山公園内研成ホール 桜と美術館本館

生家の碌山館

尖塔の不死鳥

戦
後
の
近
代
化
の
見
直
し
と
文
化

復
興
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
南
安

曇
教
育
会
「
碌
山
研
究
委
員
会
」
が

発
足
。
東
京
国
立
博
物
館
、
東
京
藝

術
大
学
な
ど
、
中
央
と
地
方
が
一

体
と
な
り
研
究
･
顕
彰
･
作
品
保
存

が
行
わ
れ
る
。

（
財
）
碌
山
美
術
館
設
立
委
員
会
（
委

員
長
・
平
林
盛
人

発
起
人
１
９
８
人
、

委
員
２
９
５
人
）
が
設
立
。
基
金
募

集
･
建
設
に
入
っ
た
。

県
内
小
･
中
学
生
の
５
円
･
10
円
の

寄
付
を
は
じ
め
、
守
衛
を
敬
慕
す
る

全
国
29
万
9
、
1
1
3
人
の
寄
付
と

奉
仕
で
碌
山
美
術
館
が
穂
高
中
学

校
隣
地
に
誕
生
。

皇
太
子
ご
夫
妻
（
現
天
皇
･
皇
后
両

陛
下
）
の
ご
来
館
。
熱
心
に
鑑
賞
さ

れ
る
。
の
ち
、
多
く
の
宮
さ
ま
方
も

ご
来
館
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
第
１
回
対
談
「
私

と
碌
山

荻
原
守
衛
」
ゲ
ス
ト
臼
井
吉

見
が
出
演
。
同
氏
は
翌
年
か
ら
大
河

小
説
「
安
曇
野
」
第
１
部
を
刊
行
し
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
美
術
館
や
安

曇
野
紹
介
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

碌
山
の
絶
作
「
女
」
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
。
５
０
０
余
人
の
労
力

奉
仕
で
付
属
館
（
グ
ー
ズ
ベ
リ
ー
ハ

ウ
ス
）建
設
。

「
北
條
虎
吉
像
」
が
国
の
重
要
文
化

財
指
定
。
付
属
館
に
続
き
、
労
力
奉

仕
で
古
枕
木
を
利
用
し
た
収
蔵
庫

「
美
術
の
倉
」
を
建
設
。

収
蔵
作
品
の
増
加
に
対
応
し
新
館

（
第
１
展
示
棟
）
を
開
館
。
こ
の
年

か
ら
館
報
を
刊
行
。
県
内
小
中
高

大
各
校
、
全
国
の
関
係
機
関
な
ど

に
配
布
。

展
示
環
境
に
配
慮
し
た
第
２
展
示

棟
（
企
画
展
示
室
）
を
建
設
・
翌
年

開
館
。

建
設
省
開
省
50
周
年
を
記
念
し
た

日
本
公
共
建
築
１
０
０
選
に
選
出
。

１
０
０
選
中
、
最
小
の
建
築
物
。

（
財
）
碌
山
美
術
館
が
県
内
の
実
績

顕
著
な
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る

信
毎
賞
を
受
賞
。

市
の
公
園
「
碌
山
公
園
」
が
完
成
。

碌
山
美
術
館
は
公
園
の
指
定
管
理

者
に
な
る
。

４
月
22
日
の
碌
山
忌

を
期
し
て
、
碌
山
美
術

館
誕
生
50
周
年
。
多
機

能
施
設
の
「
杜
江
館
」

が
開
館
予
定
。
年
間
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
企
画
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
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も
り
と

と
え
じ
ゅ
う

つ
る
ぞ
う

も
り
と

そ
う
か
じ
ん


